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TTooppiiccss  
 「東京電機大学東京千住キャンパスにおける連結式縦型蓄熱槽を用いた高効率熱源システム」が、第 15 回電力負荷平準化機器・

システム表彰（主催：一般財団法人ヒートポンプ・蓄熱センター）において、経済産業省資源エネルギー庁長官賞を受賞いたし

ました。 

 6 月 23 日に開催する第 5 回ＮＳＲＩフォーラム（通算 305 回）は、林泰弘氏（早稲田大学先進理工学研究科 電気・情報生命専

攻 教授）によるご講演「次世代スマートグリッドは建築・都市を変えるか」です。詳細： http://www.nikken-ri.com/forum/  
 
 

22003300 年年のの都都市市ののああるるべべきき姿姿  --低低炭炭素素都都市市をを支支ええるるエエネネルルギギーー自自立立型型建建築築--  

 2030 年は、現在わが国がすすめるネット・ゼロエネルギー化政策の目標年にあた

ります。したがって、2030 年の低炭素都市を構成するのは、ネット・ゼロエネルギ

ー化を概ね実現した住宅や建築物であろうと考えられます。ここでは、2030 年の持

続可能な低炭素都市を支えるエネルギー自立型建築の姿（想像図）を描いてみました。 

◆ 進化するパッシブ建築制御技術 

 この建物では、基本的な地球環境の要素である「光」「熱」「風」「緑」「水」「大地」

といかに調和するかが大きなテーマで、「呼吸する外皮」や「光と熱の選択ガラス」、「吸

熱・放熱する外皮」などの進化したパッシブ建築制御技術に、「クールトンネル」や「ア

ースチューブ」といった既往のパッシブ技術を組み合わせた建築計画となっています。 

◆ 再生可能エネルギーによるエネルギー自立型建築 

 再生可能エネルギー（太陽光）によるエネルギー自立型の建築計画がテーマで、「発

電する屋根」等の積極的な採用によって、建物全体のネット・ゼロエネルギー化を目指

す計画としています。また、その結果、災害時やインフラ供給途絶時にも、基本的な建

物機能が確保され、耐震性、BCP（事業継続性）にも優れた建築計画となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2030 年の持続可能な低炭素都市を支えるエネルギー自立型建築の姿（想像図） 

 

 

 

世界のＺＥＢ（ネット・ゼロ

エネルギービル）政策の動向 

■英国の動向 

英国では、２００６年に、建築

分野における抜本的な低炭素化

対策の第一歩として、「２０１６

年までにすべての新築住宅をゼ

ロカーボン化する」との目標が

掲げられ、その後、住宅以外の

用途についてもネット・ゼロ化

の政策目標が発表されました。 

■米国の動向 

米国では、2008 年に、エネル

ギー自立安全保障法に基づくネ

ット・ゼロエネルギービル・イ

ニシアティブを発表し、「2030

年までに、新築されるすべての

業務ビルを、＜中略＞2050 年

までに、すべての業務ビルを

ZEB とするための技術・慣行・

政策を開発・普及する」という

重点政策目標が示されました。 

■ＥＵの動向 

ＥＵでは、2007 年に、20-20 

-20 政策と呼ばれる「2020 年

までに 20％省エネ、20％再生

可能エネ、20％CO2 排出量削

減」目標が示され、2010 年に

は、「建物のエネルギー性能に関

する欧州指令」の改正により、

「新築建物はニアリー・ゼロエ

ネルギーを達成する」という

ZEB 化の目標が加わりました。 
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今月の豆知識

 

編集後記 禁酒をして２ヶ月になります。いつでも素面なのは良い気分だし、だんだん
と飲みたくなくなるのが不思議です。今までは、飲みたくない時でも惰性で飲んでいたこ
とがわかりました。（かばぞう）定期配信希望は、  webmaster_ri@nikken.co.jp へ   
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太陽電池　PV

光

熱

光庭

排熱
Exhast Heat

風

■風をよびこみ、熱を逃がす
　－呼吸する外皮－

大地

■光を取り込み、熱を遮る
　－光と熱の選択ガラス－

■エネルギーを創る
　－発電する屋根－

■熱をくみ上げる
　－吸熱・放熱する外皮－

■緑と水で冷やす
　－クールトンネル－

空気熱交換器
Heat Exchanger

緑

■大地の熱を使う
　－アースチューブ－

水

屋根や外壁の一部を建材一体型PV（太
陽電池）とし、建物外皮を最大限に利用
して太陽光発電を行う。

ペントハウスレベルに空気熱交換器をビ
ルトインし、空調ヒートポンプの放熱（冬
は吸熱）を効率的に行う。

ガラス面は、Low-eエアフローガラスに
自動角度制御ブラインド、ライトシェル
フ、光ダクト、ライトウェル（光庭）等を組
み合わせることにより、熱を遮りつつ、光
を建物奥深くに取り込む。

外気温度が建物内温度より低い場合、
建物内温度上昇を感知して外皮から必
要量の外気を導入する。そして、内外温
度差によって光庭に生じる通風力によっ
て建物全体を換気し、熱を逃がす。

地中空気熱交換器により、新鮮外気を
冷却・加熱し、建物内に導く。

緑と水の蒸発冷却で風を冷やす。

進化する高層建築のパッシブ制御技術と
再生可能エネルギーによるエネルギー自立型建築

風


